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文
化
財
防
火
デ
ー

例
年
1
月
2
6
日
は
、
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
し

て
、
全
国
で
文
化
財
防
火
事
業
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

練
馬
区
内
で
は
、
練
馬
・
光
が
丘
・
石
神
井
の
各

消
防
署
が
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
自
由
に
ご
見

学
頂
け
ま
す
の
で
、
多
く
の
区
民
の
皆
様
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
訓
練
の
日
時
と
会
場
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
練
馬
消
防
署
1
月
2
6
日
（
木
）
午
前
1
0
時

南
蔵
院
（
中
村
1
－
1
5
－
1
）

▽
光
が
丘
消
防
署
1
月
2

4
日
（
火
）
午
前
1
0
時

土
支
田
八
幡
宮
（
土
支
田
4
－

2
8
－
1
）

▽
石
神
井
消
防
署
1
月
2

6
日
（
木
）
午
前
1
0
時

観
蔵
院
（
南
田
中
4
－
1

5
－
讐

※
天
候
等
に
よ
り
、
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
区
役
所
の
文
化
財
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
1
月
2
6
日
が
「
文
化
財
防
火
デ

ー
」
と
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
戦
後
の
文
化
財
保
護
行
政
の
流
れ
と
関

わ
り
あ
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
で
は
「
文
化
財
防

火
デ
ー
」
が
設
定
さ
れ
る
ま
で
の
流
れ
を
簡
単
に
追

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

昭
和
2

0
年
に
終
戦
を
迎
え
た
日
本
は
、
大
き
な
社

会
的
混
乱
と
変
革
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
特
に
経
済

は
不
安
定
で
、
こ
れ
は
文
化
財
保
護
に
と
っ
て
大
き

な
障
害
と
な
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
冨
宝
や
重
要
美
術
品
の
所
有
者
達
が
、

経
済
的
基
盤
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
を
売

却
、
あ
る
い
は
放
置
す
る
と
い
う
現
象
が
お
き
た
の

で
す
。
こ
と
に
売
却
さ
れ
た
も
の
は
、
転
売
さ
れ
て

所
在
が
判
ら
な
く
な
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
昭
和
2
4
年
1
月
2
6
日
、

法
隆
寺
金
堂
が
放
火
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
世
界
最

古
の
木
造
建
築
物
壁
画
が
燃
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

こ
の
事
件
を
契
機
に
、
文
化
財
保
護
の
世
論
が
沸

き
起
こ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
参
議
院
文
部
委
員
会
で

は
法
整
備
の
動
き
が
活
発
化
し
、
昭
和
2
5
年
5
月
に

文
化
財
保
護
法
を
成
立
さ
せ
、
同
年
8
月
に
施
行
さ

せ
る
に
至
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
は
、
文
化
財
保
護
に
関
す
る
、
日
本
初
の
全

般
的
・
統
一
的
立
法
で
し
た
。
こ
の
法
律
か
ら
、
戦

後
の
文
化
財
保
護
行
政
は
始
ま
っ
た
の
で
す
。

さ
て
、
施
行
か
ら
3
年
余
り
が
経
過
し
た
昭
和
2

9

年
5
月
、
文
化
財
保
護
法
の
大
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。そ

し
て
、
こ
の
昭
和
2
9
年
度
か
ら
、
文
化
財
保
護

強
調
週
間
（
1
1
月
1
日
～
7
日
）
と
と
も
に
、
文
化

財
防
火
デ
ー
が
設
け
ら
れ
た
の
で
す
。

※
参
考
文
献
　
『
我
が
国
の
文
化
と
文
化
行
政
』

（
編
集
　
文
化
庁
　
刊
行
　
憲
ぎ
ょ
う
せ
い
）
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平
成
6
年
7
月
頃
か
ら
市
杵
島
神
社
（
豊
玉
北
2

－
ど
の
社
殿
工
事
が
始
ま
り
、
9
月
に
は
完
成
し

て
い
た
が
、
そ
の
遷
座
祭
が
、
同
年
1
0
月
2
5
日
の
午

後
2
時
か
ら
行
わ
れ
た
。

当
日
私
は
時
間
前
に
行
っ
て
み
た
が
、
御
神
体
は
、

す
で
に
古
い
方
の
社
か
ら
新
殿
に
移
さ
れ
て
い
た
。

伊
勢
神
宮
で
は
、
夜
半
か
ら
未
明
に
か
け
て
、
お
ご

そ
か
に
遷
宮
が
行
わ
れ
る
の
を
テ
レ
ビ
で
見
た
。
そ

れ
と
同
じ
こ
と
が
、
こ
の
市
杵
島
神
社
で
も
非
公
開

で
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

遷
座
祭
に
は
、
豊
玉
北
・
中
・
南
町
会
の
氏
子
総

代
が
参
集
し
た
。
儀
式
は
豊
玉
氷
川
神
社
の
石
塚
邦

治
宮
司
と
、
も
う
一
人
の
神
官
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、

最
後
に
参
列
し
た
方
々
が
玉
串
を
奉
呈
し
て
式
を
終

え
た
。

古
い
方
の
社
殿
は
取
り
壊
さ
れ
た
が
、
伊
勢
神
宮

の
よ
う
に
20
年
毎
と
決
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
従
っ
て
、
相
当
古
い
社
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ

う
○こ

の
旧
社
殿
に
は
、
長
い
平
た
い
石
が
2
個
、
参

道
の
石
畳
と
な
っ
て
い
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

社
殿
を
囲
む
よ
う
に
池
が
あ
り
、
こ
の
石
は
、
そ
の

橋
石
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
、
市
杵
島
神
社
は
、
昭
和
初
期
ま
で
、
当

時
の
中
新
井
村
で
最
も
風
景
の
す
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
う
な
ず
け
る
。

祭
神
は
市
杵
島
姫
命
。
も
と
広
島
県
厳
島
に
祭
ら

れ
て
い
る
主
神
。
市
杵
島
姫
は
海
路
守
護
の
女
神
で

あ
る
。
中
新
井
村
に
い
つ
勧
請
さ
れ
た
の
か
は
不
明

だ
が
、
豊
玉
南
の
氷
川
神
社
の
摂
社
と
な
り
、
同
じ

水
に
関
係
が
あ
る
の
で
、
農
業
の
神
と
し
て
信
仰
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

区
教
育
委
員
会
刊
行
の
、
祖
先
の
足
跡
シ
リ
ー
ズ

『
練
馬
の
伝
説
』
に
よ
る
と
、
古
く
か
ら
日
照
り
の

と
き
に
は
、
こ
の
他
を
さ
ら
え
ば
必
ず
雨
が
降
る
と

言
い
伝
え
ら
れ
、
干
ば
つ
の
時
は
、
村
民
総
出
で
池

き
ら
い
を
し
て
雨
乞
い
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の

霊
験
は
ま
こ
と
に
あ
ら
た
か
で
あ
っ
た
と
書
か
れ
て

い
る
。そ

の
池
も
、
昭
和
2
0
年
代
か
ら
3
0
年
代
に
か
け
て
、

目
白
通
り
（
十
三
間
通
り
）
の
開
通
や
環
状
7
号
線

の
工
事
な
ど
で
、
池
の
水
が
枯
れ
た
た
め
埋
め
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。

平
成
6
年
夏
の
よ
う
に
、
一
カ
月
以
上
も
日
照
り

が
続
い
た
場
合
、
も
し
こ
の
池
が
残
っ
て
い
た
な
ら

ば
、
こ
の
度
の
遷
座
祭
に
参
集
し
た
氏
子
総
代
の
方

々
が
、
き
っ
と
雨
乞
い
の
神
事
を
行
っ
た
で
あ
ろ
う

と
想
像
さ
れ
た
。

3
年
に
1
度
行
わ
れ
る
宮
宿
鶴
の
舞
は
、
全
国
に

数
多
く
分
布
す
る
民
俗
芸
能
の
中
で
も
珍
し
い
芸
能

で
あ
る
。

平
成
6
年
4
月
1
0
日
、
練
馬
区
氷
川
台
4
丁
目
の

永
川
神
社
春
祭
で
行
わ
れ
た
宮
宿
鶴
の
舞
は
、
文
字

ど
お
り
の
盛
況
で
、
地
元
の
関
心
の
深
さ
を
示
し
て

い
る
。こ

の
鶴
の
舞
は
、
氷
川
神
社
の
宮
宿
（
宮
元
）
に

伝
わ
る
民
俗
芸
能
で
、
農
民
の
手
に
よ
っ
て
受
け
継

が
れ
て
き
た
が
、
そ
の
起
源
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

子
孫
繁
栄
、
五
穀
豊
穣
を
祈
額
す
る
農
民
の
素
朴
な

気
持
ち
が
反
映
さ
れ
て
い
て
清
々
し
い
芸
能
で
あ
る
。

鶴
の
舞
は
、
氷
川
神
社
の
境
内
で
行
わ
れ
る
の
で

は
な
い
。
神
殿
で
の
神
事
が
済
む
と
、
そ
れ
ま
で
境

内
の
一
隅
で
待
機
し
て
い
た
宮
宿
の
人
々
が
神
輿
・

神
官
・
神
旗
・
獅
子
頭
な
ど
に
続
い
て
隊
列
を
組
み
、

2
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神
社
の
石
段
を
下
り
て
石
神
井
川
畔
を
練
り
歩
き
、

鎌
田
橋
を
渡
っ
て
「
お
浜
井
戸
」
に
着
く
。
そ
こ
で

鶴
の
舞
が
演
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

神
幸
行
列
が
、
満
開
の
桜
並
木
に
陽
光
が
輝
く
石

神
井
川
畔
に
さ
し
か
か
る
と
、
扇
を
口
元
に
あ
て
た

旦
那
衆
の
「
神
輿
渡
御
の
御
供
道
中
歌
」
が
流
れ
る
。

橋
を
渡
る
と
き
に
も
道
中
歌
が
唄
わ
れ
る
。
農
民
の

末
裔
が
唄
う
そ
の
歌
声
が
、
川
風
に
乗
っ
て
爽
や
か

に
響
き
わ
た
る
。

行
列
を
見
物
し
よ
う
と
行
列
の
前
後
に
人
々
が
群

が
り
、
行
列
に
追
従
し
て
歩
く
。
実
に
の
ど
か
で
明

る
い
祭
り
で
あ
る
。

現
在
、
「
お
浜
井
戸
」
は
、
子
ど
も
ら
の
恰
好
な

遊
び
場
と
し
て
道
路
か
ら
一
段
高
く
整
地
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
日
だ
け
は
神
聖
な
神
舞
の
場
と

な
る
の
で
あ
る
。
昔
こ
の
地
に
今
の
氷
川
神
社
が
あ

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
神
幸
行
列
を
「
お
里
帰
り
」
と

も
い
う
。

こ
の
「
お
浜
井
戸
」
で
行
わ
れ
る
宮
宿
鶴
の
舞
の

芸
態
は
、
羽
織
袴
に
正
装
し
た
二
人
の
年
配
者
が
雌

雄
の
鶴
の
役
を
演
ず
る
。
鳴
り
物
は
大
太
鼓
一
つ
だ

け
で
あ
る
。
鶴
の
頭
に
似
せ
た
造
り
物
を
か
ぶ
り
、

羽
織
の
袖
を
広
げ
て
雌
雄
2
羽
の
鶴
が
向
き
合
い
離

れ
あ
っ
て
舞
う
。
そ
し
て
、
ま
ば
た
き
す
る
ほ
ど
の

瞬
時
の
演
技
で
交
尾
の
様
子
を
悟
ら
せ
る
。
こ
れ
で

鶴
の
舞
は
終
わ
り
で
あ
る
。

鶴
の
舞
の
本
旨
は
、
予
祝
の
祭
り
で
あ
り
、
農
作

物
の
豊
餞
や
子
孫
の
繁
栄
を
祈
る
農
民
の
素
朴
な
額

い
か
ら
、
人
々
の
営
み
や
動
物
の
生
殖
の
さ
ま
を
田

の
神
々
に
見
せ
つ
け
て
、
稲
の
穂
学
み
を
促
し
た
り
、

子
宝
に
授
か
ろ
う
と
す
る
動
物
仮
装
演
技
・
擬
態
の

芸
能
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
増
殖
繁
栄
を
祈
る
民
俗
芸
能
と
し
て

は
、
新
潟
県
佐
渡
郡
羽
茂
町
菅
原
神
社
の
「
つ
ぶ
ろ

さ
し
」
、
奈
良
県
明
日
香
村
飛
鳥
坐
神
社
の
「
お
ん

だ
祭
」
、
板
橋
区
の
「
田
遊
び
」
な
ど
が
有
名
で
あ

る
が
、
そ
れ
ら
は
極
端
に
性
を
強
調
す
る
の
に
対
し

宮
宿
鶴
の
舞
の
性
表
現
は
、
実
に
簡
素
で
淡
泊
な
の

で
あ
る
。
そ
の
素
朴
さ
が
芸
能
の
特
色
と
い
え
よ
う
。

鶴
や
鷺
を
擬
人
化
し
た
民
俗
芸
能
に
北
海
道
釧
路

市
春
採
の
ア
イ
ヌ
リ
ム
セ
鶴
の
舞
、
静
岡
県
森
町
山

名
神
社
天
王
祭
舞
楽
鶴
の
舞
、
静
岡
県
水
窪
町
西
浦

の
田
楽
鶴
の
舞
、
京
都
府
福
知
山
市
御
勝
八
幡
宮
の

田
楽
鶴
の
舞
、
京
都
府
八
坂
神
社
祇
園
祭
鷺
の
寒

山
口
市
八
坂
神
社
祇
園
祭
鷺
の
舞
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
が
、
富
宿
鶴
の
舞
ほ
ど
素
朴
さ
に
優
れ
た
舞
は
例

を
見
な
い
。

こ
の
宮
宿
鶴
の
舞
は
、
昔
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
た

が
、
戦
後
は
氏
子
の
都
合
で
3
年
に
1
度
（
4
月
の

第
2
日
曜
日
）
に
な
っ
た
。
増
殖
繁
栄
祈
願
の
珍
し

い
民
俗
芸
能
と
し
て
、
今
後
も
大
切
に
維
持
伝
承
さ

れ
る
よ
う
見
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
宮
宿
鶴
の
舞
は
、
平
成
4
年
度
練
馬
区
無

形
民
俗
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

〝
凹
面
塔
稲
荷
山
と
町
の
人

文
化
財
保
護
推
進
員
　
槍
山

今
も
な
お
、
〝
お
稲
荷
さ
ん
〟
は
人
々
の
暮
ら
し

の
中
心
で
す
。

西
大
泉
5
丁
目
の
稲
荷
神
社
は
、
か
つ
て
四
面
塔

の
題
目
碑
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
四
面
塔
稲
荷
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
神
社
の
入
口
の
石
碑

に
は
堤
稲
荷
神
社
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
古
く
は
境

内
に
堤
と
久
保
新
田
の
稲
荷
神
社
が
祀
ら
れ
で
い
ま

し
た
が
、
久
保
新
田
の
稲
荷
は
、
諏
訪
神
社
（
西
大

泉
）
の
稲
荷
社
に
合
併
さ
れ
ま
し
た
。
『
大
泉
今
昔

物
語
』
に
よ
り
ま
す
と
、
明
治
の
合
併
命
令
に
対
し
、

歴
史
と
由
緒
を
重
ん
ず
る
氏
子
総
代
内
堀
・
高
橋
の

両
氏
が
強
く
反
対
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
織
田
信
長

の
故
事
に
な
ら
い
、
社
前
で
銭
を
投
げ
、
表
が
出
た

の
で
主
張
を
通
し
今
日
に
至
る
と
の
記
録
が
あ
り
ま

す
。稲

荷
神
社
の
境
内
は
、
い
つ
も
き
れ
い
に
掃
き
清

め
ら
れ
て
、
く
っ
き
り
と
等
目
が
見
ら
れ
ま
す
。
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神
社
の
石
垣
の
寄
進
者
名
に
は
、
水
入
久
保
某
・

山
ノ
上
某
等
々
と
旧
地
名
や
分
家
し
て
他
所
へ
出
た

人
の
名
が
あ
り
、
西
大
泉
の
地
に
育
っ
た
人
々
が
、

い
か
に
四
面
塔
稲
荷
に
強
い
愛
着
を
も
ち
、
生
活
と

の
関
わ
り
が
深
か
っ
た
か
が
港
み
出
て
い
ま
す
。

な
お
、
四
面
塔
の
題
目
碑
は
、
大
泉
西
小
学
校
の

北
側
、
瀧
島
家
の
墓
地
内
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
社
の
管
理
責
任
者
の
本
橋
正
雄
氏
は
、
次
の
よ

う
に
語
り
ま
す
。

「
氏
子
三
十
二
軒
で
、
毎
月
1
・
1

5
・
2
8
日
は
、
本

殿
の
扉
を
開
け
掃
除
を
す
る
。
3
0
日
に
次
番
者
に
引

き
継
ぐ
。
初
午
の
日
に
石
神
井
の
氷
川
神
社
の
宮
司

さ
ん
に
お
祓
い
を
し
て
も
ら
い
、
1
年
の
行
事
計
画

を
立
て
、
そ
こ
で
掃
除
当
番
の
順
や
町
内
会
の
役
職
、

農
協
の
諸
事
・
役
職
等
を
決
め
る
。
ま
た
、
老
人
会
、

婦
人
会
、
早
起
き
会
の
方
々
も
、
す
す
ん
で
毎
朝
清

掃
し
て
く
れ
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。

境
内
に
あ
る
町
会
事
務
所
・
西
大
泉
会
館
は
、
み

ん
な
に
自
由
に
利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

稲
荷
信
仰
が
盛
ん
で
あ
っ
た
頃
は
、
初
午
に
は
、

神
社
へ
の
寄
進
も
多
く
、
入
用
な
金
が
不
足
し
て
い

る
氏
子
に
は
用
立
て
し
た
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
い

る
。
－
」

祭
神
は
、
字
賀
御
魂
命
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
信

仰
す
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
今
も
境
内
で
は
盆

踊
り
、
防
災
訓
練
な
ど
を
実
施
し
、
周
辺
の
住
民
の

守
り
神
と
な
っ
て
い
ま
す
。

郷
土
資
料
室
収
蔵
品
シ
リ
ー
ズ
第
1

8
回

し
ば
ら
く
お
休
み
を
い
た
だ
い
て
い
た
郷
土
資
料

室
収
蔵
品
シ
リ
ー
ズ
を
再
開
し
ま
す
。

さ
て
、
今
回
登
場
す
る
の
は
…
・

（
木
び
き
鋸
）

木
び
き
と
い
う
の
は
、
山
か
ら
切
り
だ
し
て
き
た

原
木
を
、
建
造
物
の
目
的
に
応
じ
て
、
幅
の
広
い
板

や
柱
に
ひ
く
仕
事
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
山
中
で
木
を

切
る
樵
（
き
こ
り
）
と
大
工
と
の
中
間
に
立
つ
作
業
で

あ
っ
た
。

製
板
用
の
縦
び
き
鋸
を
「
前
び
き
鋸
」
ぁ
る
い
は

単
に
「
前
び
き
」
と
も
い
う
。
こ
れ
は
、
「
ま
え
び

き
す
る
」
と
い
う
動
作
を
表
す
言
葉
が
一
種
の
名
称

に
固
定
し
た
の
で
あ
る
。
「
ま
え
び
き
す
る
」
と
は
、

使
用
者
が
鋸
を
真
正
面
に
持
っ
て
、
両
手
の
全
部
の

指
を
交
差
さ
せ
て
柄
を
に
ぎ
り
、
手
前
に
引
く
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
体
位
で
は
、
長
い
柄

は
使
い
に
く
い
の
で
短
く
な
っ
て
い
る
。
前
び
き
鋸

は
こ
の
体
位
で
の
み
使
う
鋸
と
し
て
発
達
し
て
き
た
。

縦
び
き
用
の
鋸
が
我
が
国
に
入
っ
て
き
た
の
は
室

町
時
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
入
り
、

前
び
き
鋸
が
大
き
く
普
及
し
、
鋸
に
よ
る
製
材
が
お

こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
後
、
前
び
き
鋸
は

時
代
を
経
る
に
従
っ
て
次
の
よ
う
に
変
化
す
る
。

①
　
鋸
身
の
幅
が
漸
次
広
く
な
り
、
こ
と
に
先
幅
が

大
き
く
広
が
る
。

②
　
鋸
身
の
背
が
直
線
で
あ
っ
た
も
の
が
、
外
の
方

に
弓
形
と
な
り
、
全
体
が
流
線
型
と
な
る
。

③
　
鋸
身
の
中
軸
線
に
対
し
て
柄
が
ほ
ぼ
直
角
に
曲

が
っ
て
い
た
の
が
、
次
第
に
外
の
ほ
う
に
開
い
て

く
る
。

こ
れ
ら
の
変
化
は
、
全
て
、
長
い
寸
法
の
材
を
い

か
に
正
確
に
、
能
率
よ
く
、
鋸
身
を
動
揺
さ
せ
な
い

で
、
労
力
を
軽
く
し
な
が
ら
使
用
す
る
心
と
い
う
、

長
い
経
験
の
結
果
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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